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朝
鮮
人
女
性
「年
間
１
万
人
」

強
制
運
行
の
動
か
ぬ

■
Ｉ
Ｄ

Ｆ

捜

第
二
次
大
戦
末
期
、
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た
朝
鮮
か
ら
朝
鮮
人
女
性
を
集
め
て
日

本
内
地
や
国
外
に
送
る
強
制
連
行
が
、
１
９
４
４
年
度
の
「
国
民
動
員
計
画
」
だ
け

で
年
間
１
万
人
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た
「
極
秘
通
牒
」
な
ど
の

戦
時
中
の
公
文
書
で
わ
か
っ
た
。
文
書
を
発
見
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・今
日
真
人

さ
ん
が
「官
憲
に
よ
る
慰
安
婦
狩
り
」
の
真
相
に
迫
る
。
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公
文
書
で

明
ら
か
に
な
っ
た

官
憲
に
よ
る

に
割
り
当
て
て
い
る
ｃ

昨
年
二
朝
日
新
聞
』
な
ど
で

「信
憑

性
」
を
問
わ
れ
た
故

・
吉
田
清
治
氏
の

４３
年
５
月
の

「２
０
０
人
の
慰
安
婦
狩

り
」
の
舞
台
、
済
州
島
は
当
時
、
全
羅

南
道
に
属
し
た
。
公
文
書
で
は
、
そ
の

全
羅
南
道
で

「女
１
５
０
０
人
」
の
供

出
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
証
言

を
裏
付
け
る
資
料
で
は
な
い
か
。

秘
密
協
定
に
よ
る
多奴
隷
狩
り
゛

当
時
の
日
本
政
府
の
官
庁
の
一
つ
、

企
画
院

（４３
年
Ｈ
月
か
ら
軍
需
省
）
は

３９
年
度
か
ら
４４
年
度
ま
で
、
国
家
総
動

員
法
に
基
づ
き
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の

日
本
人
な
ど
の

「勤
労
動
員
」
を
、
「国

民
動
員
計
画
」
（４１
年
度
ま
で
は

「労
務

動
員
計
画
」
と
呼
ば
れ
た
）
と
し
て
、

毎
年
度
立
案
し
、
閣
議
決
定
し
た
。

「計
画
」
は
日
本
政
府
と
朝
鮮
総
督
府

と
の
片
務
的
な
秘
密
協
定

（注
１
）
に

よ
り
、
当
時
、
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た

朝
鮮
に
も
適
用
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

朝
鮮
人
に
と
っ
て
は
、
異
民
族
政
府
の

官
憲
に
よ
る
事
実
上
の

″奴
隷
狩
リ
ク

に
転
化
し
た
。

と
こ
ろ
で
、先
の
公
文
書

〈文
書
Ａ
〉

の
中
に
あ
る

「男
２９
万
人
」
は
、

４４
年

度
の

「国
民
動
員
計
画
」
（注
２
）
に
計

上
さ
れ
て
い
る
公
式
人
数
と
同
じ
だ
。

だ
が
、
同

「計
画
」
の
公
式
な
朝
鮮
人

女
性
の
朝
鮮
外
へ
の

「供
出
」
は
、
各

年
度
と
も

「―
」
、
つ
ま
り

「
ゼ
ロ
」

と
さ
れ
て
い
る
。

湊: ●
=

一、　四　一暮一〇

「慰
安
婦
狩

【文書A】 朝鮮人女性1万人の「供

出」を朝鮮13道に割り当てた一覧

表

=国立公文書館所蔵の公文書集『公
文類緊第六十八編巻二十五。昭和十
九年(朝鮮総督府四)』 所収の公文書
「朝鮮総督府部内臨時職員設置制中
改正の件 (昭和十九年七月十二日公
布・閣議決定)」 。

Ｄｎ
ソ
」

最
近
、
戦
中
の
日
本
政
府
の
対
朝
鮮

支
配
機
構
＝
朝
鮮
総
督
府
関
係
の
公
文

書

〈文
書
Ａ
〉
を
読
ん
で
い
て
、
ア
ッ

と
驚
い
た
。

そ
の
中
に
、
「昭
和
十
九
年
度
内
地
樺

太
南
洋
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
供
出
割
当

数
調
」
と
い
う
表
が
あ
つ
た
か
ら
だ
。

朝
鮮
人
女
性
１
万
人
の

「供
出
」
を
、

朝
鮮
１３
道
（日
本
の
都
道
府
県
に
相
当
）

韓国ソウルの城北区に10

月28日 に設置された韓国

人と中国人の「慰安婦」を

象徴する「少女像」2体 0
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同
公
文
書

〈文
書
Ａ
〉
に
は
、

３９
年

度
か
ら
４４
年
度
ま
で
の

「国
民
動
員
計

画
に
依
る
計
画
数
」
と
い
う

一
覧
表
も

掲
載
さ
れ
て
い
る

（次
ペ
ー
ジ
の
表
参

照
）。

不
思
議
な
こ
と
に
、
朝
鮮
人
の
朝
鮮

外
へ
の

「供
出
」
の
合
計
数
は
、
「公
式

な
国
民
動
員
計
画
」
を
４０
年
度
か
ら
各

年
度
、
１
万
～
３
万
人
程
度
上
回
っ
て

い
る
。

４４
年
度
は
１
万
人
上
回
る
が
、

そ
れ
は
女
性
の

「供
出
」
１
万
人
と
も

一
致
す
る

（同
表
）。

計
画
に
「女
性
な
し
」
？

こ
の
点
に
つ
い
て
、
戦
中
に
発
行
さ

れ
た
４３
年
度

「国
民
動
員
計
画
」
の
解

説
書

（注
３
）
を
発
見
し
、
謎
が
解
け

て
き
た
。

同
書
の
中
の
朝
鮮
人
女
性
の
朝
鮮
外

へ
の

「動
員
」
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

部
分
を
引
用
す
る
。

▽
質
問
　
朝
鮮
人
は
ど
の
く
ら
ひ
使

つ

て
を
る
で
せ
う
か
。

▼
課
長
　
数
で
す
か
。
…
毎
年
入
れ
る

の
は
其
の
年
に
よ
つ
て
相
違
は
あ
り
ま

す
が
、
最
近
は
計
画
上
は
大
体
十
二
万

位
で
す
。
け
れ
ど
も
出
て
行
く
も
の
も

あ
り
期
間
満
了
に
よ
つ
て
帰
鮮
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
か
ら
そ
う
沢
山
の
増
加

は
致
し
ま
せ
ん
３

▽
質
問
　
そ
れ
は
男
子
朝
鮮
人
だ
け
で

す
か
。
女
子
は
を
り
ま
せ
ん
か
。

▼
課
長
　
を
り
ま
す
け
れ
ど
も
計
画
の
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中
で
女
子
を
の
せ
た
こ
と
は
な
い
の
で

す
。
た
ゞ
あ
る
方
面
で
必
要
上
少
々
女

子
を
集
団
移
入
と
し
て
入
れ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。

じ
、
■
三
二
十
場
・十

・
■
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ゝ
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．
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／
ｒ

可

ノ
一手

【文書Cl「 Cの要求に依り」という文字を墨で消しているが、「慰安婦」の雇い
入れが軍事機密の「軍の要求」であったことを示す公文書
=国立公文書館千蔵の公文書集『公文類衆第六十八編巻四十一。昭和十九年」所
収の公文書「第二次許可認可等行政事務簡捷化に関する件(昭和十九年一月六日・
閣議決定)」 .

【文書B】 「軍慰安所に於ける酌婦女給等の雇入」(傍線部分)が「動員計画」
の対象業種であることを示唆する公文書
=国立公文書館所蔵の公文書集『公文類緊第六十七編巻六十。昭和十八年』所収
の公文書「行政事務の整理簡捷化及中央官庁の権限の地方委譲等に関する件(昭

和十八年十二月十四日・閣議決定)」 。

同
解
説
書
は
、
朝
鮮
人
女
性
の
朝
鮮

外
へ
の

「供
出
」
を
公
式
な

「動
員
計

画
」
に
載
せ
て
は
い
な
い
が
、
秘
密
裏

に
は
実
施
し
て
き
た
と
告
自
し
て
い

る
。
公
式
な

「計
画
」
と
朝
鮮
総
督
府

の
公
文
書
と
の
差
は
、
朝
鮮
人
女
性
の

朝
鮮
外
へ
の

「供
出
」
数
を
示
し
て
い

る
可
能
性
が
大
き
い
。

動
員
対
象
に
「軍
慰
安
婦
」

一
方
、
当
時
の

「動
員
」
の
対
象
職

種
に

「軍
慰
安
婦
」
が
あ

っ
た
こ
と
を

示
す
、
い
く

つ
か
の
公
文
書
が
存
在
す

フ０
。そ

の

一
つ
が
、

４３
年
の
公
文
書

〈文

書
Ｂ
〉
だ
。
厚
生
省
関
連
の

「動
員
」

業
務
の
中
に

「軍
慰
安
所
に
於
け
る
酌

婦
女
給
等
の
雇
入
就
職
の
認
可
に
付
て

の
厚
生
大
臣

へ
の
稟
伺

（労
務
調
整
令

に
依
る
も
の
）
」
が
あ
る
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。

「労
務
調
整
令
」
と
は
、
「国
民
徴
用
令
」

と
と
も
に
、
「動
員
」
を
国
民
に
強
制
す

る
法
的
根
拠
に
な

つ
た
法
令
だ
Э
日
本

の
植
民
地

・
朝
鮮
に
も
適
弔
さ
れ
た
‥

違
反
す
れ
ば
厳
し
い
罰
則
が
あ

っ
た
‥

こ
の
公
文
書
に
よ
る
と
、
「慰
安
婦
」

に
す
る
た
め
の

「供
出
」
の
認
可
権
限

は
同
年
１２
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
厚
生
大

臣

（あ
る
い
は
朝
鮮
総
督
）
で
あ
つ
た
　
２ｏ

も
の
を
廃
止
し
、
地
方
長
官

（内
地
で

は
各
県
知
事
、
朝
鮮
で
は
道
知
事
に
該

当
）
に
委
譲
し
た
。

さ
ら
に
、

４４
年
の
公
文
書

〈文
書
Ｃ
）

で
は
同
年
１
月
か
ら
、
そ
の
権
限
を
県

（道
）
内
に
限
り
廃
止
し
た
。
実
態
の

後
追
い
措
置
だ
ろ
う
が
、
軍
の
命
令
と

日
本
内
地
の
知
事
の
認
可
だ
け
で
、
官

憲
が
朝
鮮
で

「慰
安
婦
狩
り
」
を
で
き

る
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「極
秘
」の
通
牒
が
示
す
も
の

４４
年
の
公
文
書

〈文
書
Ｃ
〉
に
は
、

不
可
解
な
個
所
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
、
「動
員
」
先
の
労
働
の
職

種
を
示
す
文
字
の
一
部
が
、
黒
い
墨
で

消
さ
れ
、
「
（
×
×
×
×
×
×
×
）
慰
安

所
的
必
要
に
依
り
酌
婦
女
給
を
雇
入
れ

の
場
合
」
と
な
つ
て
い
る
こ
と
だ
。

二
つ
目
は
、
根
拠
法
令
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る

「昭
和
十
六
年
十
二
月
十
六

日
」
の
厚
生
省
の
「第

一
八
六
号
通
牒
」

が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
不
明
な

こ
と
だ
。

一
つ
目
の
疑
間
は
、
日
立
公
文
書
館

で
、
現
物
の
公
文
書
を
よ
く
透
か
し
て

見
る
こ
と
で
解
決
し
た
こ
里
翌
で
消
さ
れ
　
鍔

て
い
る
文
字
は
、
一こ
の
要
求
に
依
り

一　
ω

だ
と
、
な
ん
と
か
判
読
で
き
る
二
３
」

れ

と
は

一軍
一
の
伏
せ
字
だ
ろ
う
。
　
　
　
ｏｌ５

二
つ
目
の
疑
間
は
、
「極
秘
」
と
い
ぅ
　
日

印
の
つ
い
た
、
戦
中
の
厚
生
省
の
通
牒
　
釧

〈文
書
Ｄ
）
の
発
見
で
解
決
し
た
。
ピ
　
卸
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題
し
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
こ

〈本
書
は
労
務
調
整
令
関
係
事
務
遂
行

上
の
参
考
資
料
と
し
て
同
令
関
係
通
牒

を
集
録
し
た
る
も
の
な
る
も
何
れ
も
秘

及
極
秘
扱
の
通
牒
な
る
を
以
て
取
扱
に

付
て
は
万
全
を
期
し
秘
密
保
持
に
特
に

注
意
を
要
す
〉

通
牒
に
は
１２
の

「業
態
」
が
列
挙
さ

れ
、
そ
の
４
番
目
に

「酌
婦
、
女
給
」

が
あ
る
。
そ
の
下
の
説
明
文

「認
可
標

準
」
に
は
、
「○
の
要
求
に
依
り
慰
安
所

的
必
要
あ
る
場
合
に
厚
生
省
に
稟
伺
し

て
承
認
を
受
け
た
る
場
合
の
当
該
業
務

へ
の
雇
入
の
み
認
可
す
」
と
あ
る
。

１４
歳
以
上
２５
歳
未
満
で
、
専
門
技
能

も
な
く
、国
民
学
校

（小
学
校
に
相
当
）

を
卒
業
も
し
て
い
な
い
女
子
の
「動
員
」

先
の
職
種
を
、
官
庁
が
指
定
し
た
も
の

だ

（労
務
調
整
令
第
７
条
）。

当
時
の
朝
鮮
は
日
本
内
地
と
違
っ
て

義
務
教
育
制
が
導
入
さ
れ
ず
、
朝
鮮
人

女
性
の
大
半
が
国
民
学
校
に
行
け
な
か

っ
た

（注
４
）。

こ
の

「極
秘
」
の
通
牒
は
教
育
を
受

け
た

一
部
の
女
性
を
除
き
、
未
成
年
を

含
む
大
半
の
若
い
朝
鮮
人
女
性
を

「軍

慰
安
婦
」
と
し
て
、
日
本
の
官
憲
が
強

制
連
行
し
た
こ
と
を
示
す
決
定
的
証
拠

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
通
牒
は
、
戦

中
の
内
務
省
職
員
、
故

・
鈴
木
倦
吉
が

秘
蔵
し
て
い
た
も
の
だ
。

公
文
書
集

〈文
書
Ａ
〉
に
は
、
「国
民

動
員
計
画
」
に
よ
る
朝
鮮
人
の
「供
出
」
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が
急
増
し
、
朝
鮮
人
の
逃
亡
や
抵
抗
が

激
増
す
る
と
し
、
次
の
よ
う
な
官
憲
に

よ
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
説
く
く
だ

り
が
あ
る
。

日
本

官
憲

こ
そ

大

う

そ

つ
き

〈未
婚
女
子
の
徴
用
は
必
至
に
し
て
中

に
は
此
等
を
慰
安
婦
と
な
す
が
如
き
荒

唐
無
稽
な
る
流
言
巷
間
に
伝
は
り
此
等

悪
質
な
る
流
言
と
相
侯
つ
て
労
務
事
情

は
今
後
益
々
困
難
に
赴
く
も
の
と
予
想

せ
ら
る
…
鮮
内
外
に
於
け
る
労
務
者
の

供
給
確
保
の
為
に
は
労
務
動
員
手
段
の

強
化
…
…
は
必
至
に
し
て
…
…
国
民
徴

用
令
、
労
務
調
整
令
違
反
の
根
絶
…
…

労
務
に
関
す
る
悪
質
流
言
の
取
締
…
…

等
警
察
力
を
以
て
指
導
取
締
を
強
化
す

る
…
…
を
必
要
と
す
〉

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な

っ

た
よ
う
に
、
「慰
安
婦
と
な
す
」
と
い
う

「動
員
」
目
的
は
一荒
唐
無
稽
な
る
流
言
」

で
は
な
く
、
官
憲
が
必
死
に
隠
そ
う
と

し
た

″
軍
事
機
密
ク
だ

つ
た
。
朝
鮮
人

女
性
を
強
制
連
行
し
た
当
時
の
日
本
官

憲
こ
そ
、
大
う
そ
つ
き
で
あ
る
。

い
ま
、
「慰
安
婦
の
強
制
連
行
を
示
す

証
拠
は
な
い
」
な
ど
と
、
戦
中
の
日
本

官
憲
と
同
じ
立
場
に
立

っ
た
言
説
を
、

安
倍
政
権
や
有
翼
タ
カ
派
の
学
者
ら
が

繰
り
返
し
て
い
る

（注
５
）。
歴
史
を
歪

曲
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

※
記
事
で
引
用
し
た
公
文
書
の
表
記
は
す
べ
て
、

旧
字
体
の
漢
字
を
新
字
体
に
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら

が
な
に
改
め
た
。

（注
１
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
集

一公

雑
纂

・
昭
和
十
七
年

・
第
八
巻

・
内
閣
一
所
収
の

公
文
書

「極
秘

・
労
務
関
係
例
規
集
」
中
の

一昭

和
十
六
年
度
労
務
動
員
実
施
計
画
に
依
る
朝
鮮
人

労
務
者
の
内
地
移
入
要
領

（昭
和
十
六
年
―

一
月

二
十
日
協
定
）」
な
ど
。

（注
２
）
同
館
所
蔵
の
公
文
書
集

〓昭
和
十
九
年

公
文
別
録

。
国
家
総
動
員
計
画
及
物
資
動
員
計
画

関
係
書
類
三
』。

（注
３
）
国
会
図
書
館
所
蔵
の
政
府
当
局
者
の
解

説
書

『企
画
院
第
二
部

・
山
内
第
二
課
長
講
演
、

昭
和
十
八
年
度
国
民
動
員
計
画
の
解
説
」
（３
年
７

月
１５
日
、
生
産
拡
充
研
究
会
、
非
売
品
ヽ

（注
４
）
植
民
地
朝
鮮
の
教
育
事
情
は
、
「証
言

・

未
来
へ
の
記
憶
・
ア
ジ
ア

「慰
安
婦
」
証
言
集
Ｉ
』

所
収
の
金
富
子
氏
の
論
文
に
詳
し
い
。

（注
５
）
秦
郁
彦
氏

一慰
安
婦
と
戦
場
の
性
』
（”
年
、

新
潮
社
）
は
、「辟餐
一ム
婦
と
な
す
が
ご
と
き
…
流
言
」

を

「
（朝
鮮
）
総
督
府
で
は
単
な
る
デ
マ
で
は
な

く
、　
一
種
の
反
日
謀
略
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い

た
」
と
、
当
時
の
日
本
官
憲
の
発
言
を
正
当
な
も

の
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る

（３
６
８
頁
～
）。

′ゞ
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賞

【文書D】 今回新たに発見された厚生省の「労務調整令事務取扱関係通事
集」。「極秘」という印と、通し番号がついている。その中の労務調整令認可美
態一覧表に「(4)酌婦、女給」がある。
=国会図書館所蔵の冊子、厚生省職業局『昭和十六年十二月・労務調整令事務取zl
関係通牒集(― )」 所収の「労務調整令施行に関する件依名通牒(昭和十六年十二=
十六日厚生省発職第一八六号厚生次官より各地方長官宛)」 。

1提供 いずれも今日真人)※文書Bの傍線は編集部。

(参考 )

年度

1939年度 85000
1940年度 97 88.000
1941年度 100,000    81 000
1942年度 130,000   120,000
1943年度 155,000 1 120,000
1944年度 300.000   290,000
合 計 784,000

〈注〉この一覧表が掲載されている朝鮮総督府の公文書の題名,三

~軒
争羊総督府部内臨時職員設置

制中改正の件」(1944年 7月 12日 )=〈 文書A)=

表中の数字は「移入朝鮮人労務者」の人数で、朝窒人男女の朝鮮外への「動員」数を示している.

参考欄にある「公式な国民動員計画」の数字よ国立公文書館保管の戦中の企画院(軍需省
'作成の各年度の「国民動員計画」の数字,

44年度の1万 人という数字は、樺太と南洋の区別がなtヽ= ・作成 今田真人)

い
ま
だ
　
ま
さ
と

・
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

=

・■

１

■
１

１

●

，
た

・

“
Ｌ
●

／
一
〓
■
●
一

一
、　
一
●
■
一
〓

国民動員計画に依る計画数

内地 樺 太 南洋
内地・樺太・南洋

の合計

85,000 85,000
88,800 8,500

81,000 1,200 17,800

120,000 6,500 3,500

150,000 3,300 1,700

290,000 10,000

814,800 19,500 33,000   867.300

朝鮮総督府の公文書に掲載された
「国民動員計画に依る計画数」

(単位:人 )

週刊金曜日 2015.12.11(1067号
21


